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研究要旨 

日本輸血・細胞治療学会による「科学的根拠に基づいた血小板製剤の使用ガイドライン」は 2017年の初版

発表以来、臨床現場での適切な輸血実施を支援してきた。2019年に改定されたこのガイドラインは、継続的

な評価と更新が必要であることを示している。2022年までの PubMed、Cochrane、医中誌における新たな文

献を検索し、119論文を詳細にレビューし、改定作業を支える科学的証拠を集積した。 

 

Ａ. 研究の目的 
科学的根拠に基づいた血小板製剤の使用ガイド

ライン(日本輸血・細胞治療学会 2019 年改定 

http://yuketsu.jstmct.or.jp/guidelines/ ）を最

新の研究成果・科学的エビデンスに基づいて改定す

る。 

 

Ｂ. 研究方法 
1. 対象：2017 年から 2022 年 9 月に発表された

PubMed、Cochrane、医中誌の論文。 

2. 検索式：PubMedと Cochraneで関連する論文を

選定し、医中誌からの情報も追加検索した。 

 

（倫理面への配慮） 

該当なし。 

 

Ｃ. 研究結果 
1. 臨床課題（CQ）の再設定 

CQ1～CQ5までの質問に基づき、輸血の臨床ガ

イドラインに必要な情報を集約した。 

2. 文献の選定 

総数 395文献から一次文献として 119文献を

選択し、ガイドラインの改定に必要なデータ

を集めた。 

3. 一次文献の評価 

119文献を分析し評価した。 

4. CQ 

CQ1：がん・造血器悪性腫瘍の化学療法、自家造血

幹細胞移植，同種造血幹細胞移植における血小板輸

血はどのように行うべきか 

CQ2：造血不全における血小板輸血はどのように行

うべきか  

CQ3：血小板減少を呈する処置・手術における血小

板輸血はどのように行うべきか 

CQ4：特発性血小板減少性紫斑病における血小板輸

血はどのように行うべきか 

CQ5：血栓性血小板減少性紫斑病における血小板輸

血はどのように行うべきか 

5. 文献選択 

2017年から 2022年 9月 PubMed、Cochrane、医中

誌に発表された全論文を対象に、科学的根拠に基づ

いた血小板製剤の使用ガイドラインに必要な論文

を抽出した。ハンドサーチ論文を加え、全 395文献

を選択した。 

 

Ｄ. 考察 
血小板製剤の使用は、出血リスクの高い患者の生

命を救う可能性がある一方で、副作用のリスクも

伴うため、使用には慎重な判断が求められる。ガイ

ドラインは、臨床現場での意思決定を支援するた

めのものであり、個々の患者状況に応じた適用が

必要である。今後も継続的な更新と臨床現場から

のフィードバックが重要となる。 

 

Ｅ. 結論 
更新された血小板製剤使用ガイドラインは、臨床

現場での輸血実践をより安全かつ効果的にするた

めの重要なツールである。本研究により、関連文献

の選定を完了し、改定ガイドラインの基盤を築い

た。次期改定に向けた準備は整った。 

 

Ｆ. 健康危険情報 
なし 
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